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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡部分に適用される屈曲負荷の存在下で引
き続きの動作のために構成される外科手術締め具アプラ
イヤを提供する。
【解決手段】外科手術締め具アプライヤ１０００は、ハ
ンドル部分１００と、ハンドル部分から延び長手方向軸
を規定する管状部材と、管状部材においておよびハンド
ル部分において回転可能に支持される駆動部材２００で
あって、駆動部材は長手方向軸に対して偏向させられた
状態にある間に回転するように構成され、駆動部材は近
位部分と中央部分と遠位部分とを含み、中央部分は近位
部分および遠位部分のうちの少なくとも１つと比較され
る場合比較的可撓な構成である駆動部材と、管状部材内
に配置されている複数の締め具３００であって、駆動部
材の一部分を係合するように構成されており、その結果
、駆動部材の回転運動は複数の締め具のうちの少なくと
も１つの締め具の管状部材を通る遠位方向の前進をもた
らす、複数の締め具とを含む。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外科手術締め具アプライヤであって、該外科手術締め具アプライヤは、
　ハンドル部分と、
　該ハンドル部分から延び、長手方向軸を規定する、管状部材と、
　該管状部材において、および該ハンドル部分において回転可能に支持されている駆動部
材であって、該駆動部材は、該長手方向軸に対して偏向させられた状態にある間に回転す
るように構成され、該駆動部材は、近位部分と、中央部分と、遠位部分とを含み、該中央
部分は、該近位部分および該遠位部分のうちの少なくとも１つと比較される場合、比較的
より可撓な構成である、駆動部材と、
　該管状部材内に配置されている複数の締め具であって、該複数の締め具は、該駆動部材
の一部分を係合するように構成されており、その結果、該駆動部材の回転運動は、該複数
の締め具のうちの少なくとも１つの締め具の、該管状部材を通る遠位方向の前進をもたら
す、複数の締め具と
　を含む、外科手術締め具アプライヤ。
【請求項２】
　前記駆動部材の遠位部分は、前記複数の締め具のうちの少なくとも１つの締め具の一部
分を係合するために、少なくとも１つの枝を規定する、請求項１に記載の外科手術締め具
アプライヤ。
【請求項３】
　前記駆動部材は、前記管状部材の偏向と異なる速度での前記長手方向軸に対する偏向の
ために構成されている、請求項１に記載の外科手術締め具アプライヤ。
【請求項４】
　前記ハンドル部分と前記駆動部材とを動作的に接続する駆動歯車をさらに含む、請求項
１に記載の外科手術締め具アプライヤ。
【請求項５】
　前記駆動歯車は、前記ハンドル部分の作動の際に回転運動を前記駆動部材に伝達するよ
うに構成されている、請求項４に記載の外科手術締め具アプライヤ。
【請求項６】
　前記可撓な中央部分は、ねじり剛性を有する、請求項１に記載の外科手術締め具アプラ
イヤ。
【請求項７】
　前記可撓な中央部分は、屈曲負荷の存在下で前記駆動部材の引き続きの回転を可能にす
る、請求項１に記載の外科手術締め具アプライヤ。
【請求項８】
　前記管状部材は、前記駆動部材の一部分の周囲に配置されているコイルばねを含む、請
求項１に記載の外科手術締め具アプライヤ。
【請求項９】
　前記コイルばねは、前記複数の締め具のうちの少なくとも１つの一部分を係合するよう
に構成されている、請求項１に記載の外科手術締め具アプライヤ。
【請求項１０】
　外科手術締め具アプライヤであって、該外科手術締め具アプライヤは、
　ハンドル部分と、
　該ハンドル部分から延び、長手方向軸を規定する管状部材と、
　該管状部材に比べて異なる剛性を有する補剛材部材と、
　該管状部材内に配置されているコイルばねであって、該コイルばねは、該管状部材の実
質的にまっすぐな状態を維持するように構成されている、コイルばねと、
　該管状部材において、および該ハンドル部分において回転可能に支持されている駆動部
材であって、該駆動部材は、半径方向に可撓で、ねじり剛性を有する中央部分を含む、駆
動部材と、
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　該管状部材内に配置されている複数の締め具であって、各締め具は、該駆動部材の一部
分を係合するように構成され、その結果、該駆動部材の回転運動は、該複数の締め具のう
ちの少なくとも１つの締め具の、該管状部材を通る遠位方向の前進をもたらし、該複数の
締め具のうちの少なくとも１つの締め具は、該コイルばねと係合される、複数の締め具と
　を含み、
　クリアランスは、該駆動部材と該管状部材との間に規定され、該駆動部材は、偏向させ
られた状態における回転のために構成されている、
　外科手術締め具アプライヤ。
【請求項１１】
　前記コイルばねは、前記長手方向軸に沿って実質的に一定のピッチを有する、請求項１
０に記載の外科手術締め具アプライヤ。
【請求項１２】
　前記コイルばねは、前記長手方向軸に沿って可変のピッチを有する、請求項１１に記載
の外科手術締め具アプライヤ。
【請求項１３】
　前記コイルばねは、軸方向に圧縮された部分を含む、請求項１１に記載の外科手術締め
具アプライヤ。
【請求項１４】
　前記コイルばねの前記軸方向に圧縮された部分は、前記管状部材の内側表面に対する溶
接を介して維持されている、請求項１３に記載の外科手術締め具アプライヤ。
【請求項１５】
　前記コイルばねの前記軸方向に圧縮された部分は、該コイルばねの残りの部分に比べて
異なる速度で前記長手方向軸に対して偏向するように構成されている、請求項１３に記載
の外科手術締め具アプライヤ。
【請求項１６】
　前記コイルばねの前記軸方向に圧縮された部分は、該コイルばねの近位部分に位置する
、請求項１１に記載の外科手術締め具アプライヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願への相互参照
　本願は、２０１３年３月１２日に出願された、米国仮特許出願第６１／７７６，８１１
号の利益、および上記米国仮特許出願に対する優先権を主張し、その開示全体は、本明細
書中で参考として援用される。
【背景技術】
【０００２】
　背景
　技術分野
　本開示は、一般に、外科手術締め具アプライヤに関し、より詳しくは、その内視鏡部分
に適用される屈曲負荷の存在下で引き続きの動作のために構成されている外科手術締め具
アプライヤに関する。
【０００３】
　関連技術の記載
　種々の外科手術手順は、組織の接続を形成するために、または物体を組織に固定するた
めに、組織に締め具を適用することができる器具を必要とする。例えば、ヘルニアの修復
中、メッシュを身体組織に留めることは、しばしば望ましい。特定のヘルニア（例えば、
直接鼠径ヘルニアまたは間接鼠径ヘルニア）において、腸の一部は、支持腹部壁における
欠陥を通って突出し、ヘルニア嚢を形成する。欠陥は、比較的大きい切開が作られる開腹
外科手術手順を用いて修復され得、ヘルニアは、縫合によって、腹部壁の外側で閉じられ
る。メッシュは、補強を提供するために、開口部を覆って、縫合糸で取り付けられる。
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【０００４】
　最小限に侵襲性（例えば、内視鏡または腹腔鏡）の外科手術手順は、ヘルニアを修復す
るために現在利用可能である。腹腔鏡手順において、手術は、小さい切開を通して、腹部
において実施され、一方、内視鏡手順において、手術は、身体における小さい切開を通っ
て挿入された細い内視鏡チューブまたはカニューレを通して実施される。腹腔鏡手順およ
び内視鏡手順は、一般に、身体内深くに到達することができる長くて細い器具を利用し、
これらの器具は、器具が挿入された切開またはチューブを密封するように構成されている
。さらに、器具は、遠くから、すなわち、身体の外側から作動させられることが可能でな
ければならない。
【０００５】
　現在、ヘルニアの修復のための最小限に侵襲性の外科手術技術は、外科手術締め具（例
えば、外科手術タック、ステープル、およびクリップ）を利用して、メッシュを組織に固
定し、組織の内部成長を促進するために、修復および構造に対して補強を提供する。外科
手術締め具は、しばしば、メッシュへの送達のために、細長い器具を通って適用され、体
腔の外側から操作される。例えば、細長い器具が、操作者によって操作される場合に曲げ
られるか、または偏向させられる最小限に侵襲性の外科手術手順の間に、課題が提示され
、細長い器具は、閉塞に遭遇するか、または他の方法で屈曲負荷に供される。従って、外
科手術締め具を最小限に侵襲性の外科手術手順部位に送達するために、屈曲負荷に耐える
ように構成されている改善された器具の必要性が存在する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　概要
　外科手術締め具アプライヤが開示され、外科手術締め具アプライヤは、ハンドル部分と
、ハンドル部分から延び、長手方向軸を規定する管状部材と、管状部材において、および
ハンドル部分において回転可能に支持されている駆動部材と、複数の締め具とを含む。駆
動部材は、長手方向軸に対して偏向させられた状態にある間に回転するように構成されて
いる。複数の締め具は、管状部材内に配置され、複数の締め具は、駆動部材の一部分を係
合するように構成されており、その結果、駆動部材の回転運動は、複数の締め具のうちの
少なくとも１つの締め具の、管状部材を通る遠位方向の前進をもたらす。
【０００７】
　本開示の１つの実施形態に従って、駆動部材は、近位部分と、中央部分と、遠位部分と
を含み、中央部分は、可撓な構成を有する。別の実施形態に従って、駆動部材の遠位部分
は、複数の締め具のうちの少なくとも１つの締め具の一部分を係合するために、少なくと
も１つの枝を規定する。さらに別の実施形態において、駆動部材は、管状部材の偏向と異
なる速度での長手方向軸に対する偏向のために構成されている。
【０００８】
　本開示の１つの実施形態において、外科手術締め具アプライヤは、駆動歯車をさらに含
み、この駆動歯車は、ハンドル部分と駆動部材とを動作的に接続する。駆動歯車は、ハン
ドル部分の作動の際に回転運動を駆動部材に伝達するように構成され得る。別の実施形態
において、駆動部材は、近位部分と、中央部分と、遠位部分とを含み、中央部分は、ねじ
り剛性を有する構成を有する。さらに別の実施形態において、駆動部材は、近位部分と、
中央部分と、遠位部分とを含み、中央部分は、屈曲負荷の存在下で引き続きの回転のため
に構成されている。
【０００９】
　本開示の別の実施形態において、管状部材は、駆動部材の一部分の周囲に配置されてい
るコイルばねを含む。本開示の１つの実施形態において、コイルばねは、複数の締め具の
うちの少なくとも１つの一部分を係合するように構成されている。
【００１０】
　本開示の別の実施形態に従って、外科手術締め具アプライヤが開示され、外科手術締め
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具アプライヤは、ハンドル部分と、管状部材と、補剛材部材と、コイルばねと、駆動部材
と、複数の締め具とを含む。管状部材は、ハンドル部分から延び、長手方向軸を規定する
。補剛材部材は、管状部材と異なる剛性を有する。コイルばねは、管状部材内に配置され
、コイルばねは、管状部材の実質的にまっすぐな状態を維持するように構成されている。
駆動部材は、管状部材において、およびハンドル部分において回転可能に支持され、長手
方向に可撓で、ねじり剛性を有する構成を有する部分を含む。複数の締め具は、管状部材
内に配置され、各締め具は、駆動部材の一部分を係合するように構成され、その結果、駆
動部材の回転運動は、複数の締め具のうちの少なくとも１つの締め具の、管状部材を通る
遠位方向の前進をもたらす。複数の締め具のうちの少なくとも１つの締め具は、コイルば
ねと係合される。クリアランスは、駆動部材と管状部材との間に規定され、駆動部材は、
偏向させられた状態における回転のために構成されている。
【００１１】
　１つの実施形態に従って、コイルばねは、長手方向軸に沿って実質的に一定のピッチを
有する。コイルばねは、長手方向軸に沿って可変のピッチを有し得る。別の実施形態に従
って、コイルばねは、軸方向に圧縮された部分を含む。コイルばねの軸方向に圧縮された
部分は、管状部材の内側表面に対する溶接を介して維持され得る。コイルばねの軸方向に
圧縮された部分は、コイルばねの残りの部分に比べて異なる速度で長手方向軸に対して偏
向するように構成され得る。さらに別の実施形態に従って、コイルばねの軸方向に圧縮さ
れた部分は、コイルばねの近位部分に位置する。
【００１２】
　例えば、本発明は以下を提供する。
（項目１）
　外科手術締め具アプライヤであって、該外科手術締め具アプライヤは、
　ハンドル部分と、
　該ハンドル部分から延び、長手方向軸を規定する管状部材と、
　該管状部材において、および該ハンドル部分において回転可能に支持されている駆動部
材であって、該駆動部材は、該長手方向軸に対して偏向させられた状態にある間に回転す
るように構成され、該駆動部材は、近位部分と、中央部分と、遠位部分とを含み、該中央
部分は、該近位部分および該遠位部分のうちの少なくとも１つと比較される場合、比較的
より可撓な構成である、駆動部材と、
　該管状部材内に配置されている複数の締め具であって、該複数の締め具は、該駆動部材
の一部分を係合するように構成されており、その結果、該駆動部材の回転運動は、該複数
の締め具のうちの少なくとも１つの締め具の、該管状部材を通る遠位方向の前進をもたら
す、複数の締め具と
　を含む、外科手術締め具アプライヤ。
（項目２）
　上記駆動部材の遠位部分は、上記複数の締め具のうちの少なくとも１つの締め具の一部
分を係合するために、少なくとも１つの枝を規定する、上記項目に記載の外科手術締め具
アプライヤ。
（項目３）
　上記駆動部材は、上記管状部材の偏向と異なる速度での上記長手方向軸に対する偏向の
ために構成されている、上記項目のうちのいずれか一項に記載の外科手術締め具アプライ
ヤ。
（項目４）
　上記ハンドル部分と上記駆動部材とを動作的に接続する駆動歯車をさらに含む、上記項
目のうちのいずれか一項に記載の外科手術締め具アプライヤ。
（項目５）
　上記駆動歯車は、上記ハンドル部分の作動の際に回転運動を上記駆動部材に伝達するよ
うに構成されている、上記項目のうちのいずれか一項に記載の外科手術締め具アプライヤ
。
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（項目６）
　上記可撓な中央部分は、ねじり剛性を有する、上記項目のうちのいずれか一項に記載の
外科手術締め具アプライヤ。
（項目７）
　上記可撓な中央部分は、屈曲負荷の存在下で上記駆動部材の引き続きの回転を可能にす
る、上記項目のうちのいずれか一項に記載の外科手術締め具アプライヤ。
（項目８）
　上記管状部材は、上記駆動部材の一部分の周囲に配置されているコイルばねを含む、上
記項目のうちのいずれか一項に記載の外科手術締め具アプライヤ。
（項目９）
　上記コイルばねは、上記複数の締め具のうちの少なくとも１つの一部分を係合するよう
に構成されている、上記項目のうちのいずれか一項に記載の外科手術締め具アプライヤ。
（項目１０）
　外科手術締め具アプライヤであって、該外科手術締め具アプライヤは、
　ハンドル部分と、
　該ハンドル部分から延び、長手方向軸を規定する管状部材と、
　該管状部材に比べて異なる剛性を有する補剛材部材と、
　該管状部材内に配置されているコイルばねであって、該コイルばねは、該管状部材の実
質的にまっすぐな状態を維持するように構成されている、コイルばねと、
　該管状部材において、および該ハンドル部分において回転可能に支持されている駆動部
材であって、該駆動部材は、半径方向に可撓で、ねじり剛性を有する中央部分を含む、駆
動部材と、
　該管状部材内に配置されている複数の締め具であって、各締め具は、該駆動部材の一部
分を係合するように構成され、その結果、該駆動部材の回転運動は、該複数の締め具のう
ちの少なくとも１つの締め具の、該管状部材を通る遠位方向の前進をもたらし、該複数の
締め具のうちの少なくとも１つの締め具は、該コイルばねと係合される、複数の締め具と
　を含み、
　クリアランスは、該駆動部材と該管状部材との間に規定され、該駆動部材は、偏向させ
られた状態における回転のために構成されている、
　外科手術締め具アプライヤ。
（項目１１）
　上記コイルばねは、上記長手方向軸に沿って実質的に一定のピッチを有する、上記項目
のうちのいずれか一項に記載の外科手術締め具アプライヤ。
（項目１２）
　上記コイルばねは、上記長手方向軸に沿って可変のピッチを有する、上記項目のうちの
いずれか一項に記載の外科手術締め具アプライヤ。
（項目１３）
　上記コイルばねは、軸方向に圧縮された部分を含む、上記項目のうちのいずれか一項に
記載の外科手術締め具アプライヤ。
（項目１４）
　上記コイルばねの上記軸方向に圧縮された部分は、上記管状部材の内側表面に対する溶
接を介して維持されている、上記項目のうちのいずれか一項に記載の外科手術締め具アプ
ライヤ。
（項目１５）
　上記コイルばねの上記軸方向に圧縮された部分は、該コイルばねの残りの部分に比べて
異なる速度で上記長手方向軸に対して偏向するように構成されている、上記項目のうちの
いずれか一項に記載の外科手術締め具アプライヤ。
（項目１６）
　上記コイルばねの上記軸方向に圧縮された部分は、該コイルばねの近位部分に位置する
、上記項目のうちのいずれか一項に記載の外科手術締め具アプライヤ。



(7) JP 2014-176648 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

【００１３】
　（本開示の摘要）
　外科手術締め具アプライヤが開示され、外科手術締め具アプライヤは、ハンドル部分と
、ハンドル部分から延び、長手方向軸を規定する管状部材と、管状部材において、および
ハンドル部分において回転可能に支持されている駆動部材と、複数の締め具とを含む。駆
動部材は、長手方向軸に対して偏向させられた状態にある間に回転するように構成されて
いる。駆動部材は、近位部分と、中央部分と、遠位部分とを含み、中央部分は、近位部分
および遠位部分のうちの少なくとも１つと比較される場合、比較的より可撓な構成である
。複数の締め具は、管状部材内に配置され、複数の締め具は、駆動部材の一部分を係合す
るように構成されており、その結果、駆動部材の回転運動は、複数の締め具のうちの少な
くとも１つの締め具の、管状部材を通る遠位方向の前進をもたらす。
【００１４】
　本開示の実施形態は、図面の参照により認識される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本開示に従う、外科手術締め具アプライヤの斜視図である。
【図２】図２は、図１の外科手術締め具アプライヤの、部品が分離された斜視図である。
【図２ａ】図２ａは、図２において識別される詳細の領域において強調されるような、ピ
ニオン歯車の拡大された図である。
【図３】図３は、図１の外科手術締め具アプライヤの駆動部分の、部品が分離された斜視
図である。
【図４】図４は、図３において識別される詳細の領域の拡大された図である。
【図５】図５は、図３において識別される詳細の領域に沿って得られる長手方向の断面図
である。
【図６】図６は、図３において識別される詳細の領域に沿って得られる長手方向の断面図
である。
【図７】図７は、図１の外科手術締め具アプライヤの、部分的に切り欠いた側面立面図で
ある。
【図８】図８は、図７の断面線８－８に沿って得られる横断断面図である。
【図９】図９は、図１の断面線９－９に沿って得られる長手方向の断面図である。
【図１０】図１０は、図１の断面線１０－１０に沿って得られる断面図である。
【図１１】図１１は、切り欠き図で示されている身体の壁を通して挿入されて示されてい
る外科手術締め具アプライヤの斜視図である。
【図１２】図１２は、図１１の断面線１２－１２に沿って得られる断面図である。
【図１３】図１３は、図１１に識別される詳細の領域の切り欠き図である。
【図１４】図１４は、本開示に従う、外科手術締め具アプライヤの代替の実施形態の斜視
図である。
【図１５】図１５は、図１４の断面線１５－１５に沿って得られる断面図である。
【図１６】図１６は、図１４に示される外科手術締め具アプライヤの、部品が分離された
斜視図である。
【図１７】図１７は、図１６に識別される詳細の領域の拡大された断面図である。
【図１８】図１８は、図１４の断面線１８－１８に沿って得られる断面図である。
【図１９】図１９は、本開示に従う、外科手術締め具アプライヤの代替の実施形態の斜視
図である。
【図２０】図２０は、図１９の断面線２０－２０に沿って得られる断面図である。
【図２１】図２１は、図１９に示される外科手術締め具アプライヤの、部品が分離された
斜視図である。
【図２２】図２２は、図２１に識別される詳細の領域の拡大された断面図である。
【図２３】図２３は、図１９の断面線２３－２３に沿って得られる断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１６】
　実施形態の詳細な説明
　次に、類似の参照数字が数枚の図にわたって同様の要素を表す図面を参照して、本開示
の外科手術締め具アプライヤが記載される。本明細書中で用いられる場合、用語「操作者
」は、本開示の外科手術締め具アプライヤの任意の使用者（例えば、看護師、医師、また
は臨床医）を指し得る。さらに、用語「遠位」は、操作者からより遠い、アプライヤ、ま
たはその構成要素の部分を指し、用語「近位」は、操作者により近い、外科手術締め具ア
プライヤ、またはその構成要素の部分を指す。
【００１７】
　最初に図１を参照すると、外科手術締め具アプライヤ１０００が示されている。外科手
術締め具アプライヤ１０００は、ハンドル部分またはアセンブリ１００と、ハンドル部分
１００から離れるほうに延びている駆動部分またはアセンブリ２００とを含む。ハンドル
部分１００は、示されるように、操作者によって把持されるのに適した手動のピストル型
人間工学的把握構成を有し得る。駆動部分２００は、示されるように、細長い管状の構成
を有し、体腔の中への内視鏡挿入のためのサイズにされている。
【００１８】
　図２に目を向けると、外科手術締め具アプライヤ１０００のハンドル部分１００は、１
対のハウジング半体セクション１１０ａ、１１０ｂと、駆動歯車１２０と、トリガー１３
０とを含む。ハンドル部分１００は、下でさらに記載されるように、カラー１４０を介し
て外科手術締め具アプライヤ１０００の駆動部分２００に接続される。
【００１９】
　ハウジング半体セクション１１０ａ、１１０ｂは、組み立ての際に、駆動歯車１２０が
ハウジング半体セクション１１０ａ、１１０ｂ内に配置されるように、内部チャンバーを
規定する。駆動歯車１２０は、ピニオン歯車１２２とかさ歯車１２４とを含む。駆動歯車
１２０は、下でさらに記載されるように、トリガー１３０およびトリガーばね１３２と協
働して動作する。
【００２０】
　さらに図２ａを参照すると、ピニオン歯車１２２は、ハブ１２２ａを含み、このハブ１
２２ａは、円形の構成を有し、一連の半径方向に外方のリッジまたは歯１２２ｂを規定す
る。アーム１２２ｃは、ハブ１２２ａから半径方向に離れるほうに延びている。アーム１
２２ｃは、平らで先細の構成を有し、ハブ１２２ａの平らな面と接線に沿って交わる。ア
ーム１２２ｃは、カム１２２ｄを含み、このカム１２２ｄは、傾いた構成を有し、アーム
１２２ｃの主要な表面から、ハブ１２２ａから離れて突出している。
【００２１】
　かさ歯車１２４は、円形のディスクの形状の構成を有し、周囲に配置されている一連の
リッジまたは歯１２４ａを規定し、かさ歯車１２４の主要な表面から延びている。かさ歯
車１２４は、弓形スロット１２４ｂも含み、この弓形スロット１２４ｂは、かさ歯車１２
４の主要な表面において、ピニオン歯車１２２の歯１２２ｂに対して、半径方向に内方に
形成され、下でさらに記載されるように、ピニオン歯車１２２のカム１２２ｄを受け取る
ように構成されている。
【００２２】
　トリガー１３０は、示されるように、本体１３０ａを含み、この本体１３０ａは、例え
ば、操作者の指による手動での係合のために構成されている係合表面１３０ｂを規定する
。図７をさらに参照すると、トリガー１３０は、弓形の近位表面１３０ｃを含み、この弓
形の近位表面１３０ｃは、一連の歯１３０ｄを含む。トリガー１３０の歯１３０ｄは、下
でさらに記載されるように、ピニオン歯車１２２の歯１２２ｂを相互係合するような構成
にされている。トリガーばね１３２は、示されるように、ねじりばねとして構成され得、
トリガーばね１３２は、下でさらに記載されるように、トリガー１３０と動作可能に連結
されている。
【００２３】
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　次に、図３に目を向けると、駆動部分２００の構成要素が詳細に記載される。駆動部分
２００は、外側管状部材２１０と、補剛材部材２２０と、コイルばね２３０と、駆動部材
２４０とを含む。駆動部分２００は、下でさらに記載されるように、一連の外科手術締め
具３００を収容するような構成および寸法にされている。
【００２４】
　駆動部分２００の外側管状部材２１０は、細長い管状部材であり、この細長い管状部材
は、長手方向軸「Ａ」を規定し、近位部分２１２と遠位部分２１４とを有し、下でさらに
記載されるように、内部チャネルまたは管腔２１６を規定し、その中に駆動部分２００の
他の部分が配置されている。管状部材２１０は、任意の適切な生体適合性材料（例えば、
ステンレス鋼）で形成され得る。
【００２５】
　補剛材部材２２０は、細長い管状部材であり、この細長い管状部材は、外側管状部材２
１０の内部管腔２１６内、および外側管状部材２１０の近位部分２１２に沿って、嵌まる
ような寸法にされている。補剛材部材２２０は、下でさらに記載されるように、コイルば
ね２３０に比べて異なる（例えば、より高い）剛性を有する材料で形成される。コイルば
ね２３０はまた、外側管状部材２１０に比べて異なる剛性を有する。ばね２３０は、ステ
ンレス鋼（例えば、タイプ３０２ステンレス鋼）で作製され得る。
【００２６】
　コイルばね２３０は、管状ばねとして構成され、すなわち、コイルばね２３０は、コイ
ルばね２３０の本体２３２が直径「Ｄ」を有し、ピッチ「Ｐ」（図９）を規定するような
態様で巻かれている。従って、コイルばね２３０の本体２３２の連続する巻きまたはコイ
ル間の空間は、実質的に螺旋形にされた通路を規定し、その通路内で外科手術締め具３０
０は、下でさらに記載されるように、回転および移動するように構成されている。コイル
ばね２３０の弾力性、すなわち、弾性のある構成に起因して、コイルばね２３０は、上に
記載される補剛材部材２００に比べて異なる剛性を有し、すなわち、コイルばね２３０は
、補剛材部材２２０よりも可撓である。従って、補剛材部材２２０は、コイルばね２３０
よりも比較的高い剛性を有する材料で形成され得る。補剛材部材２２０は、例えば、ポリ
マー材料または金属材料で形成され得る。
【００２７】
　駆動部材２４０は、近位部分２４２と、中央部分２４４と、遠位駆動部分２４６とを含
む。駆動部材２４０は、ほぼ管状の構成を有し、駆動部材２４０は、補剛材部材２２０お
よびコイルばね２３０内、ならびに外側管状部材２１０の内部チャネル２１６内に延びる
ような寸法にされている。駆動部材２４０は、任意の適切な長手方向に可撓なねじり剛性
を有する構成（例えば、可撓なケーブル）を有し得る。駆動部材２４０の中央部分２４４
と比較される場合、駆動部材２４０の近位部分２４２および遠位駆動部分２４６の各々が
比較的より剛な、または堅い構成を有すること、すなわち、駆動部材２４０の中央部分２
４４は、駆動部材２４０の近位部分２４２および遠位駆動部分２４６と比較される場合、
駆動部材２４０の比較的より可撓な領域を規定することが企図される。この態様において
、駆動部材２４０の中央部分２４４は、駆動部材２４０の残りの部分に対して異なる機械
的特性を有する。例えば、中央部分は、マルチストランドツイステッドケーブル、編組さ
れたケーブル、またはチューブで形成され得る。チューブは、可撓性を増大させるパター
ンでレーザー切断され得る。
【００２８】
　駆動部材２４０の近位部分２４２は、示されるように、カラー１４０内に嵌められるよ
うに構成されている。カラー１４０は、近位傾斜部分１４０ｂを有する管状本体１４０ａ
を含む。駆動部材２４０は、カラー１４０を介してハンドル部分１００（図１）に取り付
けられ、締め具１４２で固定され得、締め具１４２は、例えば、ピン、ねじ、またはボル
トであり得る。あるいは、駆動部材２４０の近位部分２４２は、カラー１４０と一体的に
形成（例えば、溶接、ろう付け、または接着）され得る。いくつかの実施形態において、
駆動部材２４０は、カラー１４０の中にプレスばめされ得る。
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【００２９】
　駆動部材２４０の中央部分２４４は、実質的に円柱形の部分であり、この実質的に円柱
形部分は、ねじり剛性を有するが、長手方向軸Ａに沿って屈曲することが可能であり、す
なわち、駆動部材２４０の中央部分２４４は、長手方向軸Ａに沿って屈曲するように構成
され、一方で、実質的に一定の半径方向の構成を維持している。駆動部材２４０の中央部
分２４４が、外部の力の存在下で回転し続けることが企図される。従って、中央部分２４
４は、前に記載されるように構成されている、可撓だが、高い強度の材料（例えば、ステ
ンレス鋼）で形成され得る。
【００３０】
　駆動部材２４０の遠位駆動部分２４６は、叉状またはスプラインを入れられた構成を有
し、すなわち、遠位駆動部分２４６は、１対のそれぞれの半径方向のギャップ２４６ｂに
よって、周囲に間隔が空けられている１対の枝２４６ａを規定する。枝２４６ａは、下で
さらに記載されるように、回転力を外科手術締め具３００に伝達するために、外科手術締
め具３００の一部分を係合するように構成されている。
【００３１】
　図４をさらに参照すると、次に、外科手術締め具３００が詳細に記載される。外科手術
締め具３００は、示されるように、外側管状部材２１０の内部チャネル２１６内に配置さ
れるように構成されている。外科手術締め具３００は、軸方向に積み重ねられた列で外側
管状部材２１０の中に装填され得る。各外科手術締め具３００は、ヘッドセクション３１
０と、メッシュ保持セクション３２０と、組織係蹄セクション３２２とを含む。ヘッドセ
クション３１０は、それぞれの半径方向に外側のヘッドねじ筋３１４ａ、３１４ｂを有す
る１対の対向するねじ切りされたセクション３１２ａ、３１２ｂと、１対の対向する開い
たまたは溝付きセクション３１６ａ、３１６ｂとを含む。溝付きセクション３１６ａ、３
１６ｂは、下でさらに記載されるように、駆動部材２４０（図３）の遠位駆動部分２４６
のそれぞれの枝２４６ａを受け取るように構成されている。外科手術締め具３００のメッ
シュ保持セクション３２０は、下でさらに記載されるように、外科手術締め具３００がメ
ッシュＭの中に前進させられる場合、外科手術メッシュ「Ｍ」（図１１）を外科手術締め
具３００の上に係止するか、係留するか、または他の方法で保持するように機能する。例
示的な外科手術締め具は、Ｃｏｒｒａｄｉらに対する、米国特許出願第２０１１／０２８
２４０１号に開示され、その内容全体は、本明細書中で参考として援用される。
【００３２】
　次に、図５～図１０に目を向けると、外科手術締め具アプライヤ１０００は、組み立て
られた上に記載される構成要素とともに示される。ハンドル部分１００のハウジング半体
セクション１１０ａ、１１０ｂは、任意の従来の態様（例えば、スナップばめ、または超
音波溶接）で連結される。外側管状部材２１０は、例えば、ハンドル部分１００と固定さ
れ得るか、または溶接され得る。カラー１４０は、ハンドル部分１００の遠位部分内に回
転可能に配置される。カラー１４０は、ハウジング半体セクション１１０ａ、１１０ｂの
一部分によって適所に保持され得、当該分野において公知であるような摩擦低減ホイール
または軸受、あるいは他の回転可能な連結を備え得る。
【００３３】
　図３をさらに参照すると、組み立てられたハウジング半体セクション１１０ａ、１１０
ｂは、中に駆動歯車１２０が配置されている内部チャンバーを規定する。ピニオン歯車１
２２およびかさ歯車１２４は、ピニオン歯車１２２およびかさ歯車１２４が側方に隣接し
、同心関係で配置されるように、ハウジング半体セクション１１０ａ、１１０ｂ内に、ピ
ン、アクセル（ａｘｅｌ）、またはだぼ（示されない）によって回転可能に取り付けられ
ている（例えば、支持されている）。この態様において、駆動歯車１２０は、ピニオン歯
車のアーム１２２ｃから突出しているカム１２２ｄが、かさ歯車１２４の弓形スロット１
２４ｂに入るように整列させられて、かさ歯車１２４を回転させるように配置されている
。
【００３４】
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　カラー１４０の近位傾斜端１４０ｂは、かさ歯車１２４の歯１２４ｃがカラー１４０の
近位傾斜端１４０ｂと相互係合関係で保持されるように配置されている。トリガー１３０
は、遠位方向に駆動歯車１２０の下に取り付けられ、その結果、トリガー１３０の近位表
面１３０ｃにおける歯１３０ｄは、ピニオン歯車１２２の歯１２２ｂを相互係合するよう
に配置される。トリガーばね１３２は、トリガー１３０を遠位方向に付勢するために、お
よびトリガー１３０の手動の締め付けに対して反対の力を提供するために、トリガー１３
０の近位のハンドル部分１００内に配置されている。トリガーばね１３２は、例えば、操
作者への触覚フィードバックを増大させるために、または操作者によるハンドル部分１０
０の手動係合の滑りを最小にするために、圧縮に対して所定の抵抗性を提供するように構
成され得る。
【００３５】
　上に記載されるように、駆動部分２００は、ハンドル部分１００から遠位方向に離れる
ほうに延びている。駆動部分の管状部材２１０は、ハンドル部分１００に対して回転可能
に固定される態様で取り付けられている。補剛材部材２２０は、外側管状部材２１０の近
位部分２１２に沿って、外側管状部材２１０内に同心に配置されている。補剛材部材２２
０は、外側管状部材２１０に対して回転可能に固定され、任意の従来の態様（例えば、接
着、溶接、またはプレスばめ）で外側管状部材２１０の内側表面に固定され得る。
【００３６】
　コイルばね２３０は、示されるように、外側管状部材２１０の遠位部分２１４に沿って
、外側管状部材２１０内に同心に配置されている。コイルばね２３０はまた、外側管状部
材２１０に対して回転可能に固定され、任意の従来の態様（例えば、接着、溶接、ろう付
け、またはプレスばめ）で外側管状部材の内側表面に固定され得る。補剛材部材２２０お
よびコイルばね２３０は、例えば、軸方向に当接している関係で外側管状部材２１０の内
部チャネル２１６内に長手方向に隣接して配置され得るか、またはギャップが、補剛材部
材２２０およびコイルばね２３０の隣接する端の間に規定され得る。
【００３７】
　駆動部材２４０は、示されるように、補剛材部材２２０およびコイルばね２３０の両方
の中に同心に配置され、外側管状部材２１０の長さを実質的に延びている。駆動部材２４
０の近位部分２４２は、ピン１４２を介してカラー１４０の遠位部分１４４内に固定され
る。この態様において、駆動部材２４０は、外側管状部材２１０に対して、中で自由に回
転する。
【００３８】
　図９および図１０に一時的に目を向けると、外科手術締め具３００は、遠位駆動部分２
４０の枝２４６ａが、ヘッドセクション３１０の傾いたセクション３１６ａ、３１６ｂを
通って軸方向に延びるように、コイルばね２３０内に配置されている。従って、外科手術
締め具３００の対向するねじ筋セクション３１２ａ、３１２ｂは、枝２４６ａによって規
定される半径方向のギャップ２４６ｂ（図３）の間に配置され、その結果、駆動部材２４
０の回転の際に、枝２４６ｂは、外科手術締め具３００のヘッドセクション３１０にトル
クを及ぼすように配置される。上に記載されるように、外科手術締め具３００の対向する
ねじ筋セクション３１２ａ、３１２ｂは、コイルばね２３０の連続する巻きまたはコイル
間の空間によって規定される螺旋状通路内に配置されている。下でさらに記載されるよう
に、外科手術締め具３００のヘッドセクション３１０、特に、対向するねじ筋セクション
３１２ａ、３１２ｂと、コイルばね２３０との相互係合により、誘導された螺旋状通路が
提供され、外科手術締め具３００は、この通路に沿って回転の際に前進する。
【００３９】
　次に、図１１をさらに参照すると、外科手術締め具アプライヤ１０００の動作が詳細に
記載される。外科手術締め具アプライヤ１０００は、組織「Ｔ」の層における開口部（例
えば、切開または天然に存在するオリフィス）を通って、下の体腔「ＢＣ」の中に挿入さ
れ得る。外科手術締め具アプライヤ１０００は、示されるように、組織「Ｔ」の取り囲む
層に対する外傷を最小にするために、外科手術アクセスポートを通って挿入され得る。ハ
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ウジング半体セクション１１０ａ、１１０ｂに対するトリガー１３０の作動、すなわち、
トリガー１３０の同心移動の際に、トリガー１３０の近位部分における一連の歯１３０ｄ
は、ピニオン歯車１２２の半径方向に外方の歯１２２ｂを相互係合して、ハンドル部分１
００によって規定される内部チャンバー内でピニオン歯車１２２の回転をもたらす。ピニ
オン歯車１２２のアーム１２２ｃが、ピニオン歯車１２２のハブ１２２ａの回転とともに
円形通路の中を移動する場合、アーム１２２ｃから延びているカム１２２ｄは、かさ歯車
１２４の弓形スロット１２４ｂと整列させられ、かさ歯車１２４の弓形スロット１２４ｂ
に入り、かさ歯車１２４の回転をもたらす。カム１２２ｄの傾いた構成に起因して、カム
１２２ｄは、第１の前方回転方向にかさ歯車２４を駆動するように構成され、第２の逆回
転方向にかさ歯車１２２ｄの弓形スロット１２４ｂから係合解除するように、すなわち滑
るように構成されている。そのような構成は、駆動歯車１２０に対して逆駆動防止を提供
し、それは、Ｓｈｉｐｐに対する米国特許第８，１１４，０９９号に詳細に記載され、そ
の内容全体は、本明細書中で参考として援用される。
【００４０】
　かさ歯車１２４がハンドル部分１００によって規定される内部チャンバー内で回転する
場合、かさ歯車１２４の歯１２４ａは、カラー１４０の近位傾斜部分を相互係合する。カ
ラー１４０がピン１４２を介して駆動部材２４０に固定される場合、上に記載される態様
での外科手術締め具装置１０００のハンドル部分１００の作動は、駆動部材２４０の回転
をもたらす。駆動部材２４０がカラー１４０とともに回転する場合、駆動部材２４０の遠
位駆動部分２４６の枝２４６ａは、外科手術締め具３００の回転をもたらす。各外科手術
締め具３００のヘッド部分３１０、特に対向するねじ筋セクション３１２ａ、３１２ｂが
コイルばね２３０の連続する巻きまたはコイル間の空間によって規定される螺旋状通路内
に係合される場合、各外科手術締め具３００の回転は、外科手術締め具アプライヤ１００
０の駆動部分２００を通る各外科手術締め具の遠位方向の前進をもたらす。示されるよう
に、外科手術締め具アプライヤ１０００は、身体内部構造「Ｓ」（例えば、腹部壁）より
上に置かれ得、１つ以上の外科手術締め具３００を、メッシュ「Ｍ」を通って内部構造「
Ｓ」の中に前進させるように外科手術締め具アプライヤ１０００が位置決めされるように
、メッシュ「Ｍ」ときわめて接近させられ得る。
【００４１】
　示されるように、外科手術締め具アプライヤ１０００は、屈曲負荷に供され得、すなわ
ち、外科手術締め具アプライヤ１０００は、最小限に侵襲性の手順の経過の間に操作者に
よる外科手術締め具１０００の操作に応答して、弓形に曲がり得るか、曲がり得るか、ま
たは他の方法で偏向し得る。
【００４２】
　次に、図１２および図１３に目を向けると、駆動部材２４０の中央部分２４４が示され
、それは、クリアランス「Ｃ」が駆動部材２４０の外側表面と補剛材部材２２０またはコ
イルばね２３０の内部表面との間に規定されるように、外科手術締め具アプライヤ１００
０の駆動部分２００の内部チャネル２１２内に配置されている。クリアランス「Ｃ」は、
屈曲負荷下において、外科手術締め具アプライヤ１０００の駆動部分１００内で、ある程
度の移動を駆動部材２４０に提供する。駆動部材２４０の中央部分２４４の、可撓だが、
ねじり剛性を有する構成に起因して、駆動部材２４０の中央部分２４４は、偏向下での駆
動部材２４０の回転の引き続きの自由を容易にする。従って、駆動部材２４０の中央部分
２４４は、屈曲負荷下において、外側管状部材２１０に比べて異なる速度で偏向する。こ
の態様において、外科手術締め具アプライヤ１０００は、屈曲負荷下において、外科手術
締め具３００を適用するために動作するように構成され、この外科手術締め具３００は、
そのいくつかの可撓な部分を有する駆動部材を欠いている外科手術締め具アプライヤに結
合されている。
【００４３】
　図１４～図１８に目を向けると、全体的に２０００と示される、外科手術締め具アプラ
イヤの代替の構成が記載される。外科手術締め具アプライヤ２０００は、上の外科手術締
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め具１０００と実質的に同様であり、そこでの違いを議論するために記載されるのみであ
る。外科手術締め具アプライヤ２０００は、駆動部分２００’を含み、この駆動部分２０
０’は、外側管状部材２１０と、補剛材部材２２０’と、コイルばね２３０’と、駆動部
材２４０とを含む。
【００４４】
　補剛材部材２２０’は、細長い管状部材であり、この細長い管状部材は、外側管状部材
２１０の近位部分２１２に沿って内部チャネル２１６内に嵌るような寸法にされている。
補剛材部材２２０’は、異なる軸の長さを有し、すなわち、補剛材部材２２０’は、上に
記載される補剛材部材２２０よりも軸方向に短い。本開示および本実施形態に従って、補
剛材部材２２０’が約１．５インチの軸の長さを有することが企図される。補剛材部材２
２０’は、下でさらに記載されるように、コイルばね２３０’に比べて異なる（例えば、
より高い）剛性の材料で形成される。従って、補剛材部材２２０’は、高い強度のポリマ
ー材料または金属材料（例えば、ステンレス鋼）で形成され得る。
【００４５】
　コイルばね２３０’は、管状ばねとして構成されており、すなわち、コイルばね２３０
’は、コイルばね２３０’の本体２３２’がピッチを規定するような態様で巻かれている
。コイルばね２３０’は、外側管状部材２１０内で補剛材部材２２０’に長手方向に隣接
して配置されている。上に記載される補剛材部材２２０’の軸方向に短くなった構成に起
因して、コイルばね２３０’は、異なる軸の長さを有し、すなわち、コイルばね２３０’
は、上に記載されるコイルばね２３０よりも軸方向に長い。コイルばね２３０’は、実質
的に螺旋形にされた通路を規定し、その中で外科手術締め具３００は、外科手術締め具ア
プライヤ１０００に対して上に記載される態様で回転するように構成されている。コイル
ばね２３０’の弾力性、すなわち、弾性のある構成に起因して、コイルばね２３０’は、
上に記載される補剛材部材２２０’に比べて異なる剛性を有し、すなわち、コイルばね２
３０’は、補剛材部材２２０’よりも可撓である。
【００４６】
　使用中、外科手術締め具アプライヤ２０００は、上に記載される外科手術締め具アプラ
イヤ１０００と同じ態様で屈曲負荷に供され得る。補剛材部材２２０’およびコイルばね
２３０’の異なる軸の長さに起因して、コイルばね２３０’の構成により駆動部分２００
’に提供される可撓性は、駆動部分２００とは対照的に、駆動部分２００’の軸方向によ
り長いセクションに沿って存在する。同様に、駆動部分２００’は、駆動部分２００と比
較される場合、補剛材部材２２０’によって提供される増大した可撓性の軸方向により短
い領域を含む。そのような可撓性プロフィールは、例えば、外科手術締め具アプライヤ１
０００の駆動部分２００の対応する場所に対して、近位方向に位置する外科手術締め具ア
プライヤ２０００の駆動部分２００’の場所に沿った、増大した屈曲負荷を期待して、ま
たは応力集中を含む屈曲プロフィールを期待して、望ましい場合がある。
【００４７】
　図１９～図２３に目を向けると、全体的に３０００と示される、外科手術締め具アプラ
イヤの代替の構成が記載される。外科手術締め具アプライヤ３０００は、上に記載される
外科手術締め具１０００および外科手術締め具２０００と実質的に同様であり、そこでの
違いを議論するために記載されるのみである。外科手術締め具アプライヤ３０００は、駆
動部分２００’’を含み、この駆動部分２００’’は、外側管状部材２１０と、補剛材部
材２２０’と、コイルばね２３０’’と、駆動部材２４０とを含む。
【００４８】
　コイルばね２３０’’は、管状ばねとして構成されており、すなわち、コイルばね２３
０’は、コイルばね２３０’’の本体２３２’’が、その軸の長さに沿って、可変のピッ
チを規定するような態様で巻かれている。コイルばね２３０’’は、例えば、連続するコ
イルを互いに、および／もしくは外側チューブ２１０の内側表面に溶接することによって
、またはコイルばね２３０の近位部分に沿った、コイルばね２３０’’の部分の塑性変形
によって、軸方向に圧縮された位置に維持され得、すなわち、コイルばね２３０’’は、
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コイルばね２３０’’の近位部分に沿って、より小さいピッチを規定し、コイルばね２３
０’’の遠位部分に沿って、徐々により大きいピッチを規定する。従って、コイルばね２
３０’’は、近位の圧縮された領域「ＰＲ」と、中間推移領域「ＴＲ」と、遠位の圧縮さ
れていない領域「ＮＲ」とを規定し得る。
【００４９】
　使用中、外科手術締め具アプライヤ３０００は、上に記載される外科手術締め具アプラ
イヤ１０００および２０００と同じ態様で屈曲負荷に供され得る。コイルばね２３０’’
の可変のピッチに起因して、外科手術締め具３０００の駆動部分２００’’は、中にコイ
ルばね２３０’’が配置されている駆動部分２００’’のセクションに沿って可変の屈曲
プロフィールを規定し得る。特に、コイルばね２３０’’の近位の圧縮された領域「ＰＲ
」は、コイルばね２３０’’の中間推移領域「ＴＲ」および遠位の圧縮されていない領域
「ＮＲ」に比べて異なる速度で偏向し得る。そのような可撓性プロフィールは、例えば、
駆動部分２００と比較される場合、駆動部分２００’’の近位方向において、可変もしく
は増大した屈曲負荷を期待して、または増大した応力集中を含む屈曲プロフィールを期待
して、望ましい場合がある。
【００５０】
　本明細書中に開示される実施形態に対して、種々の改変がなされ得ることが理解される
。従って、上の記載は、限定するものではなく、単に、好ましい実施形態の例証として解
釈されるべきである。当業者は、ここに添付される特許請求の範囲の趣旨および範囲内で
、他の改変を想定する。
【符号の説明】
【００５１】
１００　ハンドル部分
２１０　管状部材
２４０　駆動部材
３００　（外科手術）締め具
１０００、２０００、３０００　外科手術締め具アプライヤ
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